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死亡し、組織抽出 DNA を⽤いた 16S rRNA および hsp65 遺伝⼦のシークエン
ス解析の結果、得られた塩基配列は⾮結核性抗酸菌の⼀種である Mycobacterium 
genavense と 100%の相同性を⽰した。 
第 3 章では、開園以来飼育してきた哺乳類にみられた腫瘍性疾患について述べ
た。ズーラシアが開園した 1999 年から 2017 年までに診断された哺乳類におけ














第 5 章ではテングザル細胞の Epstein-Barr ウイルス（EBV）感受性につい
て述べた。よこはま動物園にて飼育中の 4 頭の末梢リンパ球に EBV を in vitro
で作⽤させた結果、感作後リンパ球のブラスト化が⾒られ増殖細胞中に EBV
関連タンパクの発現，ウイルスゲノムの存在を認め，テングザルの EBV 感受
性を確認した。	
